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はじめに

本調査は、「勝平得之の作品と秋田」展を行うに際し

て実施された、展示準備のための調査であった。期間は

昭和50年12月30日から51年1月2日までであった。参加

した人数は5名である。

昭和50年5月開館して間もない頃、次年度の開館一周

年にあたる5月5日からどんな展示をやるべきかが問題

にされ、そこで「勝平」展が展示担当者から出てきたの

であった。それから「勝平」展決定まで様々な批判があ

ったり、代案の不足などから2ケ月間を費し、博物館と

しては9月になってからようやく準備を開始していいと

の結論に達したのである。このように、さらに短縮され

た準備期間のなかで、第二展示室の理念と合った展示と

しては「勝平」展が最も進め易いものであった。なぜな

ら、博物館に勝平家から版画作品百点が寄贈され、これ

に美術部門の収集品と合わせて二百点近い作品があった

こと、また勝平の版画は素材を秋田の風景・民俗・年中

行事に求めていること、などの要素があったからである。

勝平得之は明治37年に秋田に生まれ、昭和46年に死去

するまで生涯秋田を素材にして版画を制作した。このよ

うな版画家が、その時々に何を感じ、何を考え、秋田を

どう見たかをうかがえる展示にするために勝平得之その

人と作品の背景にあるものとの調査が必要とされた。こ

の調査の中のひとつに大日堂祭堂調査を行ったのである。

勝平得之は、昭和10年ごろから八幡平小豆沢の大日堂

を訪れ、毎年奉納される舞楽の取材を始めた。翌11年に

は、これらの舞楽を八部作に仕上げるため、墨刷の制作

に着手し昭和15年に完成している。さらに同18年には多

色刷に取りかかり、6年後の23年にようやく「大日霊貴

神社舞楽図八部作」ができあがった。「駒舞」と「烏舞」

、「五大尊舞」と「烏遍舞」、「御常楽」と「権現舞」、

「工匠舞」と「神子舞」、を形式的には各々対に構成し、

紺の染紙に舞だけを簡略化して刷りあげている。このよ

うな構成、形式、技法は、彼の作品群のうち特異なもの

であって、これに類似するものとしては、「赤童子・白

童子」の作品だけである。いわゆる勝平流の風景・風俗

描写とは異った作品といえよう。

以上のように、勝平を多年にわたる取材と制作に向か

わせた大日堂祭堂の実体とはどのようなものなのか、得

之はこれを作品の中にどのように生かしているか、など

「大日堂舞楽図八部作」の背景にあるものをとらえられ

ればと考え、また展示の底辺を拡げられればという願い

から調査を行なった。

本調査の主服は、追体験にあったといえよう。そして

祭堂の全体をできるだけ時間の経過にそってながめてみ

ようということにあった。能衆一人一人がどう動き、ど

んな位置を占めて祭堂にのぞむのかといったことがらを

中心にしたのである。しかし、我々は、等質ではなく、

また予備知識を得ることも充分ではなかったことから結

うには精粗が認められることとなった。

第1回目の練習開始から本番までの盛り上がりをもり

込められれば幸いなことと考えるが、これとて満足でき

ないこと明白であろう。ただ、勝平展を進める上では、

この上もないバックデータとなったし、展示構成の面に

放いても「勝平得之の求めた世界」として1コーナーを

占め、民俗（晴と裏のある生活）を描くことの意味をさ

ぐることとなったのである。

なお、本報告は、小豆沢と大里部落を中心に･し、日付

けを合わせて並列する方法をとっている。また、文章の

長短を埋めるために、写真を用いて調整した。後半は、

資料として掲示した古文書が中心である。これらの古文

書は、容易に見ることができなかったが、これを機会に

多くの方がたに利用されることを期待するdまた、写真

掲載を快諾された、所蔵者にはこの場をかりて謝意を表

する（残りの別当家文書は次号にゆずることとした）。

なお、「勝平得之の作品と秋田」については、既に「

展示報告・勝平得之の作品と秋田』（1977年3月発行）

-として公けになっており、展示にかかわる調査全体につ

いて触れられているので、あわせて参照いただければ幸

いである。また、主な参考文献としては「鹿角郡小豆津

大日堂の祭堂一正月二日の神事一」（『民俗学』5の2、

本田安次・昭和8年2月）・「小豆津大日堂の祭・補遺

（『同』5の4，昭和8年4月）及び「秋田小豆沢大日

堂の祭堂」（『おまつり』3、松平斉光、昭和16年11月）

であった。
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太田和夫・庄内昭男・嶋田忠一

－小豆沢一

[12月30日〕

午後1時から3時まで別当家訪問。

別当・安部洋直氏より保存会員名簿や舞楽掲載誌など

を見せていただいた。安部家は現在、平安神社を号する

が、以前は寺院であったそうである。現在も約40戸程の

御霊屋を神殿奥に有する。

以下は12月30日までの経過を示したものである。

12月2日大日堂舞楽保存会理事会

会長（安倍氏）の招集により、両国旅館に於て午

後2時頃よりタ7時頃まで。内容は、今年も舞楽

を奉納したいという意向と1月2日午前8時に姥

杉に集合の約束。なお、元は旧暦11月23日に、別

当家より各部落宛奉納するよう要請があったとい

われる。

12月8日小豆沢祭堂寄り

阿部富五郎筆頭理事の招集により、能衆の確認が

行われる。各自の都合と宿の申し出、今年の集

まり（けいこの日取り）なと話しあわれる。平安

神社内で午後7時頃から12時頃まで。（けいこ日）

12月18日御寵り（神社の年越し）

この日笛吹田、別当家より二重ねずつ御餅が神社

に奉仕される。（けいこ日）

12月20日〆縄張り

自家でつくった左縄に、自家の間口に合わせて、

7．5．3のいずれかの本数の御下がりをほぼ等

間隔に下げ．門前に張る。小豆沢では能衆の他、宿、

天王さん、白山さん、山本徳太郎家、別当家であ

る。

12月25日小豆沢けいこ日

12月20日小豆沢けいこ日

12月27日（長峰、大小龍神旗頭旗、烏遍舞の頬而に

入れる能衆の御守り6枚持ち帰り、公民館に奉安）

12月20日午後8時頃より小豆沢青年会のモミ押し練

習。（けいこ日）

12月29S(谷内・大小龍神旗頭肱持帰り神|ﾘl社に奉安）

その他

①安倍氏宅蔵と思われる系図・棟札・その他古

文書は、多忙の折柄か、拝見させてもらえず。

②「舞台元」一長峰に於て現存

③「山本徳太郎」－昭和24年大日堂焼失の折、

神社復興に尽力、1月211早朝権現舞の歩き

筋に加わる。

－大里一

[12月:',.!日〕

八幡平駅発12時35分の花輪行バスにて、成田政雄氏宅

に向かう。午後1時より3時半までお話をうかがう。

◎部落祭堂運営について

「大日堂縁起」には、大里部落を組織する役として龍

屋が定められている。代々屋号として伝えられていた

が、現在は大里を離れ湯瀬に住んでいるとのことであ

る。昭和47年には大日堂舞楽保存会が発足し、大里の

舞そのものも保存会を中心としてなされている。こう

した保存会の動きは、8Sln24年からの祭堂綴とあわせ

てみると一層明確になると思われる。すなわち、昭和

27年には、祭堂は部落行事となっていて、昭和30年頃

迄は、部落会長もしくは十三石の屋号をもつ大里氏が

宿をつとめていたのである。昭fn32年には、大里輿一

郎氏が宿を、当番（祭堂に関する会計・集会等の世話

人）は部落会長．副会長があたっている。昭和37年か

らは、宿を公民館に移し、現在に至っている。公民館

を宿とするようになったのは、宿をつとめる家が厳し

い潔斎を要求されるのについて行けなくなったことと、

家屋構造が変化し、舞の練習場でもあった土間がなく

なってきたことと無縁ではない。昭和50年度の役員は、

保存会長・浅石嘉七氏、副会長・浅石林一郎氏及び成

田政雄氏それに部落会長の田中一三氏である。役員は

世襲ではない。部落長は、部落-'一班に分れた中から、

それぞれ任期2年の幹部を選び、その幹部同志互選に

より選任される。任期は1年である。交替時期・決算

時期が12月であることから、また、部落会長が自動的

に保存会役員となることから、部落の運営と祭堂の運

営は切り離せないものとなっている。

昭和51年度の祭堂に関して、部落では、12月中旬に役

員会が開かれ、その時に会計についての話し合いや能

衆の人選が行われた。次のとおりである。

〔駒舞〕浅石福弥・浅石仁吉

〔鳥舞〕成Ill康信・浅石俊信・浅利尚衛

〔工匠舞］作Ill長匹I郎・大里道郎・成田康男・浅石廉

明

〔笛〕成Ill政雄・桟石繁雄

〔太鼓]ffl中敬治

なお、大日堂祭堂当|]迄の｢1程は以下のとおり毎年の

慣例となっている。

¥2月23日舞の練習開始

25日練習

27日駒Fげ－駒形神社より神様をおろしてくる。
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大日堂舞楽調査報告

－小豆沢一．

④「笛吹田」－笛吹きの世襲家。

現在、子息与七郎が吹き手となるが、それ以

前は現保存会副会長畠山藤助氏が吹き手であ

った。舞楽奉納のため田地を頂戴し、それを

糧とし、年々の役を務めた家筋。

⑤「神子舞」一天の神に捧げる舞・

⑥「神名手舞」－地神に捧げる舞・

⑦神子舞・神名手舞は、古くは、能衆29人が1

人ずつ舞って納めたが、現在3人ずつとなり、

小豆沢の場合は、祭堂頭と権現頭・尾の3人

と他の5人が組となって舞う。

③財源（内訳）

部落からは、少々出る（額）。理事を中心に

祭堂が運営される。会計は天王さん（橋本氏)。

会合・けいこ等の御神酒代・青年会等の人足

代を含めて20万～30万円位の経費が必要。

⑨小豆沢・長峰は世襲多く、小豆沢は能衆以外

幡持ちなど9人が青年会。

⑩大日堂終了後、各部落毎1月18日まで大小龍

神幡を奉持。

⑪元は、モミ押しの青年は四部落から出ていた

が、現在は40名程全員が小豆沢青年会会員。

高校生以上30歳ぐらいまで。

＜午後3時30分＞大口堂にて大抜

・参加者部落関係者3名

祭堂関係者2名（頭・笛吹田）

総代1名

3時50分には東詰所（右側）に6名参集

4時祝詞にて始まる。

4時20分終わり。御神酒を召上る。

5時30分散会。

＜午後8時＞2回目のもみ押し練稗

。第一回目は28日

･於・大II堂

･開始まで御神酒を召上る。

。昭和21．2年頃までは、各部落から出たが、不郁合

あり、今は小豆沢だけとなる。

。午後81時15分練習開始。先頭は小旧島義幸君(S24

1．18生）

。8時20分頃先爺（畠山市太郎29歳・阿部二三夫30歳）

指導に来る。

一度終了後、先輩の注意と指導。

二度目は高校生を20名程中心に再開。他の人は見学。

。8時30分二度目終わる。

－51－

－大里一

29日練習一今年は30日延期。

1月1日旗作り一朝8時から9時頃迄集合し、衣

裳等道具の準備をする。午後より衣裳を

着て、舞う。

2日午前3時半より4時迄に公民館集合。

3日幕納め

このほか、7月7日には駒形神社参道の草払いが行わ

れる。部落全戸が参加することとなっているが、田中

家だけは参加できないとのことである。その時、馬の

鳴声を聞くと災難があるので、参加者全員さわぎなが

ら山に入るとのことである。

午後7時より同9時半頃迄、舞の練習を見学。衣裳を着

けずに練習。終了後、能衆・世話役全員で簡単な煮物を

食べ、酒を飲む。
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,k田fll夫・庄内昭男・鳩、忠一

－小豆沢一

先哉の注意あり。ゴム長靴だから音は高く州える

か、当IIはワラグツだから音はしなくなる。もっ

と力強く助くように。へつび､り腰で、モミ俵をか

つぐ腰ではない。他人に関係なく動いている。先

誰の御手本のあと。

o811ｷ45分全員で叫淵(3度目）。

途巾滴防|､is0人見'γ指導。

=8BSBS分終r

O'l防団uの1人が先誰の注意と似たような注意を

する。

IJ年会長Il｣本君の本器時の服装等の注意のあと、

御神酒をⅨき、9時10分頃散会。

〔12ﾉ]31日〕椎現様の年越し・〆縄帳り

く′F前6時40分＞能衆等13人中12人詰所に集まり御神

酒をあがる。

＜7時25分＞犬正さんの言菓で年越し作業に取りかか

る。高張提灯（2）、「五の宮神社」銘成・錦

旗・御立傘・大鼓・御神箱を引きll1す。

＜7時35分＞年越し場所（別当家）に向けて'Iを組み

出発。

＜7時45分＞別当家首。

神殿にオジ（向って右）オバ（左)1.1.1椛現様を

奉安し、別当よりアイサツ参拝の後、各月、拍

手を打ち参拝。

＜7時55分＞別当家より御神酒とミカン、白菜の漬物

が出される｡

＜8時Ill分＞〆縄張り（大II堂）。

新しい〆縄張りのため、小豆沢6班7班各戸餓

底1人の「人足がかかり」集合。各戸藁2束持

ち寄る（部落会の決定）。20名ほど集合の内、

3名女'性。堂内に帳る〆縄はm晶梶前のもので

長さは20m位、太さ50a･正面の〆縄は25年も

前のもの｡

＜8時15分＞右入口付近で女性を中心に蕊シベ取り作

業始まる。

＜8時25分＞′戦内より職を外に出し、取り付け作業始

まる。

＜9時＞堂内大柱正面左に鉄製フックと古い〆縄を取

り付け、新しい方をフックにかけ縄作り始まる。

大鳥居近くで職取り付け、正面〆縄降ろされ、

作り替え作業始まる。

<10時>13人（内1人女性）。堂外の腰に6人（内2

人女t'i-1、職取付、雪除せ10人。姥杉に御幣取

り付け。

－大里一

q一

稲荷神社と公民館

[12月3111

八幡平駅発12時35分の花輪行バスにて成ⅡI氏宅に向か

う。成Ⅲ氏は、現在鮪吹きであり、能衆の郷についても

指導的立場にある。成Ill氏は術吹きとしては一代である

が、代々駒形神社別当と言われているそうである。午後

より3時までお話をうかがう。

◎精進・潔斎について

現在はハニほど厳しい桁進・潔斎は行われていない。縁

，世によると15日間ということであるが、現在では121]

2311の練押開始より脂導しているということである。

ただし、片どおり、人との交流を断つようでは不可能

な場合も''1てくるので、具体的には四足獣、ネギ、卵

などをさける牌度である。来客に対しては、成川氏宅

では、お茶などの接待も|Ⅱ来ないし、公民館において

も、能衆には畑l酒を川すが、存には冷酒というように、

その場で煮たものや焼いたものは一切食べさせないよ

うにするなどの厳しさも残っている。

笛吹き・成田氏
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大日堂舞楽調査報告

－小豆沢一

<11時＞正ffiの〆縄できる（小Ill島安吉氏他50～00歳

位の4，5人先達）。

「大IIさん」の御札販売所組み立てはじまる（

右側j''1犬前）。

正而、堂内ともに〆縄張り完r・

販売所完成。

ゴミ焼き終わる（元は、余ったワラは各自持ち

帰って処分したが、今日は、左空地にて焼却、

残りは希望者が持ちﾊﾙる）。

<12時10分＞部落会長・別当よりあいさつの後、御神

栖を頂戴し散会。

以ドは、合い間に聞き得たことからである。

①「大日堂9間四方」－とはいうが、9つの間取り

の内中央は8尺なので実際は11間四方ということ

である。

②昭[126年14万円で出来た。

③中央4本の大柱には木挽きノコで、中心までノコ

目を入れて、ヒヒ割れが多くなるのを防いであ

る。

④焼失前は、4．5年に1回ずつ、片側膿根をふき

かえていた。又、内御殿も元は9間lIl方の内にあ

った。

⑤能衆の持ち場は、小豆沢（前）、谷内（後）が右、

大I回・長峰が左になっている。

⑥「相馬大作」一元の街遊は、大日堂境内を1.11る形

になっていて、壁板には多くの落井があった。そ

の中に、大正末頃発見した卜Ⅱ馬大作の記したと思

われるものがあった。内容は、下戸米秀之進、火

急の用事があって津軽へ行くという'ﾉ1容・津軽公

を討ちに行く途中のものと‘思われる。(Lil本氏談）

⑦大日如来は牛に乗った御姿である。

[1月1日〕占文書調街（農峰部溶・p.1部仏之助氏宅

を訪れる。多少の聞き書きをする。）

･祭堂以外舞を舞うことは禁物。現在のようにあちこ

ちと招かれて舞うことは考えられなかった。夏に舞

ったりすると、雪が降ってケガヂになると言われた

ものた．。

。婿取りの場合、はじめに3年程、嫁の方が先に婿方

の家に入ったものた。

。元は、大日堂で奉納される舞は午前5時頃から午後

5時半頃までかかつたものた。現在の舞は時間的に

簡略化されている。

。長峰近辺のマチー尾去沢マチ・花輪マチ・小坂マチ・

毛馬内マチなどが有名。
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公民館内での練習風景

公民館内での練習風景一駒舞

11ノJill

午前9時より衣裳及び旗などの準備があるとのことで

公民館に行く。衣裳は、能衆がおのおの自分で洗濯して

おり、この日は主に肩にかけるケラや駒の組み立て、修

I'i!に時間をさく、それに必要な白紙、麻糸などは前日、

成ln氏が買い求めておいたものである。

○各舞と衣裳

一駒獅一

雌・雄の2体があるが、衣裳・道具の違いはない。胴

と頭は別々であり、神前の左右に置かれていた。組み立

ては次のとおりされる。まず、頭のみぞに、たて髪をあ

らわすのか、麻布を束ねていれる。次に、頭を胴の先端

部一筒に当る部分一に取り付･ける。轡は、口金の部分で
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．若水汲み－戦前まであった。旧正月早朝、刺旧が登

る頃湯ゴリ取って、誰も起きないうち、自家の井戸

へ行-ﾉて汲む。この時鏡餅一枚を半分に切り、一方

を汲む桶に、他を井戸の中へ投げ入れる。桶は正月

マチに行って買う。汲み終えた桶は、カグヂの中の

前に伏せた臼の上に置く。

＜午後3時30分＞権現頭、御神酒を手に実家へ。羽織

袴につま皮下駄履き。45分実家に着く。

＜3時50分＞笛吹1人、別当家着。和服にマント姿。

＜4時15分＞権現頭とその父親着（既に6人参集）。

＜4時18分＞天王さん着。

＜4時19分＞天王さんのあいさつ。

＜4時20分＞権現頭ほか能衆2人別当に年始あいさつ

のため、奥の部屋へ行く。9人参集。

＜4時25分＞能衆2人到満。神殿に額づき拍手を打ち

皆にあいさつ。

＜4時30分＞最後の2人清く･あいさつの後、天王さ

んの言葉で各自最後の準備にとりかかる。

頭放のとりつけ、権現様の紙幣化粧、御立傘点

検、太鼓点検、頭成点検と続く。

この間天王さんの「さつ幣」作り。

別頭家で出した紅白の餅を菱形に12ケずつ切り（

うるう年は13ケだが今は12ケとなっている曲）、

ワラットに入れる。2束のワラツトの下に、サツ

幣を4本ずつ3段重ね、その上を上から7．5．

3回にしめる。又、耳も上から下へ小さくする。

幡下ろしの日にこの餅を食べる。

＜4時50分＞別当家よりハタハタのスシとコンニャク、

チクワの煮メ、ミカン、御酒がさし出される。

＜5時＞太鼓をしめ直す｡(取材者・カメラマン2名）。

＜5時6分＞音合わせ（2分で終了）

＜5時9分＞最後の練習開始

①神子舞

②同

③神名手舞（①の組）

④|司（②の組）

⑤笛合わせ

く5時s分＞祭堂頭拍手を打ち、権現様を下ろし中央

に運ぶ。権現様を中に能衆まわりから拍手を打

つ。権現舞始まる。

＜5時23分＞ゴヘイの位置かわる（頭尾逆）。

＜5時24分＞元の位置に戻る。

＜5時25分＞権現頭・権現様より抜け、祭堂頭に手渡

し前掛け、左右脇掛け、後掛けを権現様の頭に

－大里一

ある街を馬の口にはませ、麻縄で口の中をとおし、胴の

先端の穴に結びつける。金具の両端に桃・赤水・緑・黄

の色布を5本取り付けて手綱にする。十字轡である。頭

を胴に取り付けると、あらかじめ公民館の天井にさげて

いたロープを利用してmを120anぐらいの高さに固定し、

能衆が胴部を体にあてて具合をみる。そのあと、胴のま

わりに白布をめぐらし、組み立てをおわる。頭は、桐の

木でできており、口の部分が、白と赤で色付けされてい

る。舞手の衣裳は、工匠舞の能衆と同様、直垂に指貫、

足には脚緋といういでたちであるが、直垂の下に小袖を

合わせｲ‘↑している。肩にはシデをつけたケラ、頭にもシ

デをつけたものをかぶる。

－工匠舞一

工匠舞は、バチコ舞・バットウ舞と呼ばれている。能

衆は4人であり、それぞれ天王の名をもらったところか

らlLl天王とも呼ばれる。着方は、まず上衣を着てから下

を着る。下の指貫をはく時は指貫の前後についた紐のう

ち、前についたものは腰をめぐらして前に、後のものは

そのまま前に結ぶ。次に脚紳を足につける。頭には黒い

‘弓帽子をかぶり、赤い紐で結ぶ。烏帽子の左右にはシデ

がつけられている。腰には刀をさし、紡亜状に紙を木に

まきつけたシデをはさみ込む。舞う時にはシデを両手に

持つ。四人の舞手のうち、いちばん右端の舞手をトウベ

ンあるいはオヤバチと呼ぶ。

－烏舞一

舞手は童子三人。駒舞、工匠郷と同様の直垂を着る。

かぶりものは、向いつばつき帆子の上に、鶏を形どった

ものをのせており、一人は雄鶏、二人は雌鶏をあらわし

ている。それぞれ横に、紋を書いており、大II霊貴神社、

吉祥院、それに大という文字の紋である。

衣裳の修I'llについて、成Ill氏の祭堂綴には次のような

記載があった。

。昭fⅡ28年

衣裳新調、川口迄ノ旅上壱千円

麻布拾四反分（反当750円）壱万五百円

十弐反分麻布ﾛ間貸壱千弐百|リ

麻(uノ染料六T百参拾円
衣裳ノ仕立弐千円

この時は、安保忠孝氏より、壱万円の寄付があった

と記されており、仕立ては成田氏の妹・キエさんが

しており、工匠舞・駒舞の衣裳を新調したとのこと

である。現在の工匠舞．駒舞の衣裳は、nn和28年以

来のものであり、烏舞は5，6年前に新淵したとの

ことである。
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載せる。全員で拍手を打ちiill殿に納める。

＜5時27分＞田楽舞始まる。祭堂頭金典（4人）にサ

サラを神殿より卜ろし、手波す。

＜5時30分＞祭堂頭（鼓持）ササラを雌めて神棚に納

める。田楽舞終「。

＜5時32分＞祭堂頭・簡吹・権現顕の3人、椎現舞の

舞い方をめぐって話し合い、椛現噸だけで叫練

習'1分ぐらいで終わる）。

＜5時35分＞御神酒をまわし、料Fl!もまわる。

＜5時40分＞飲みながら、尺|きさんから、感謝状発行

の件についての意[5]ｲ攻え、諸々のことを話し合

う。

＜7時過ぎ＞散会。

旅館へ天［さん訪ねて来られる。多くの御教示

を得る。

詞f三
Ⅱ晩

'1

凸P

伊野雫§ L■

ノ

最後の練習のため集まる

権現舞の練習
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竜'|'爪・錦肱・駒形iIll社臓をそろえ、ほぼ衣裳が整っ

たのは午前12時半頃であり、能衆は公民館にて全員そろ

って食蛎をとる。このII寺、食事等の世話は、立ち回りと

呼ぶ女の人三人があたる。舞を始めたのは2時過ぎであ

った。

＜2時3分＞駒舞の浅ｲi仁吉氏、神前にて禰盃に滴を

入れる。一杯を飲み、駒郷の浅ｲi福弥氏に手渡す。次に

簡吹き・成Ill氏、｜司じくnoil氏に渡す。更に太鼓、ri'r

撫のとうべん、その他の三能衆と盃がまわる。岐後に浅

ｲ丁にizf氏が縦を神iwに返す。

<2Sf5分＞神j晶郷始まる。能衆1人1人がｲTfに鈴、

/E手にシデを持ち、郷う。鈴、シデは袖の端で包んで持

っている。舞の順は、駒郷・浅石ｲﾆ吉氏、駒舞・筏ｲi陥

弥氏、鳥舞・雄鳥、烏郷雌烏、烏舞雌鳥、工|I識#とうべ

ん、工匠舞各1人ずつである。鈴、シデは、前の舞手が

tt前にて礼の後、後mきになり、次の舞手に獅哩す。

＜2時17分＞かなで舞。能衆1人1人が舞う。右手に

シデだけを持つ。雛のIllfilfは神子舞と同様である。2il'f

27分終ro引き続いて駒郷の準術をする。舞手は上のl白

亜を脱ぎ、’'1い小lillになる。工匠舞2人ずつか補助し、

駒をつける。ルiにはケラをつけて置き、肩からたすき懸

けにする。（赤と水色）。

<211*38分＞駒郷か始まる。2人舞に続いて1人舞．

1人舞いのI!'.l、あとの1体は駒の頭をあげ、工|序舞手2

人に手綱を持たせひかえる。再び2人舞。次に前にひか

えていた駒がl人舞のあと賎後の2人舞となる。この時

の舞は、IIのﾒLの扇I二と駒の後に付けていた駒形神社の

補符を持ち舞う。

＜3時5分＞烏郷始まる。右手に各々扇子を持つ。雄

鳥のみ左手に鈴を持つ。

＜3時20分no郷始まる。とうべんが神前にて礼の

のち、〃を抜き刃先をliij．／E・右・左・イ3・前に向け、

叫びiihiuにて礼。シデはIllの先で包み舞う。311.'f45分終

｣〆。

。棚と太鼓

怖吹き成Ill氏からiﾊ|いたところによると、昔の縮

は竹製であったらしいが、現在の笛は、朴の水を熊皮

で包んだもののようであるo2本あって、出る音の高

さの違いにより、男笛と女笛に分けている。成田氏の

吹いているのは、低い音の出る男笛である。成｢e氏の

笛吹きとしてのキャリアは40年近いとのことである。

主に浅石徳太郎氏、菊地長吉氏より指導を受けたそう

である。太鼓は、熊皮をはり、バチ1本で叩く。

〔1月2日〕
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・大II堂初詣存でにぎわう。

。舞台の上では、笹飴売りのおばさんプラスチ

ック袋に5本ずつ詰める作業。l袋1001ij．

．おこもりの婆さん、内殿左の部屋でストー

ブのまわりに6人仮Ⅲ財'・

別当家には能衆8人集まっている｡後､高張・銘肱・太

鼓・錦欣・御幣・権現様など、宿へI"lかう。宿にｲ''『くと

裏にまわり縁側から全員入る。宿では夕方8時頃から、

娘さん、嫁さん、家から出た婆さんの4人で料理{|:度を

した。能衆が宿を出たあと、次の朝までは、はいたり、

ふいたりしないことになっている。

◎宿のこと・阿部賢三郎氏宅（御母堂よりの聞き許き）

この阿部氏は、先代まで代々権現頭をつとめた能衆

であったが、現在では、斎藤末治氏につとめてもらっ

ている。阿部家の先祖は「一ノ亜」と称したが、いつ

の時代かはIﾘlらかではない。安倍氏（大II霊貴神社

別当）の「カリコ」にはいり、分家して阿部姓をもら

ったといわれる。

御母堂か嫁ぐ時、実家の者達は、能衆のしきたりに

なじめるかどうか心配したそうである。その即Illは、

能衆の家では12月1Mから門にしめ縄をはり、粘進潔

斎にはいる。能人は自分の妻や子どもとI"l室せず身を

清める。火鉢やその他炊事用具を準備し、自炊する。

他人の手のかけた食物は一切食してはならない。また

他の家を訪れた際には、火を通したものは口に入れる

事は禁じられた。またこの種の行事にはつきものであ

ろうが、女人禁制で女性が手を111えた食物を含んでは

ならず、さらには自分の要にふれることさえ慎しまな

ければならなかった。

このような禁忌は、神に{|ぎえ神の権化となる能衆の

厳しい徒であるが、現在においては、守る事は容易で

はない。現在守られている事といえば、しめ縄を帳る

ことぐらいといわれる。

lノI2日米Iﾘ1の準備は、家のものと親戚の手伝いと

で行うとのこと。献立については、四足献は禁じられ

魚貝類・野菜噸が主流である。その膳を運ぶ者は、男

子の手により、阿部家の帆顛の蒋者が1Jう。この者を

「イッコ」と呼ぶ。

この食事の経費は、阿部家でもつらしい。今回宿を

ipし出た理illは、新築の厄被いであり、その他いろい

ろな意味で阿部家では、この度の舞を期待しているら

しかった。

この他、柄の申しHiのnullとしては、病気の全快祝

いのためもあるが、もし宿のなり手がない場合、各能

－大里一

く′I諾前2時50分＞公腿館にｲ'.iく。

＜3時23分＞成、氏、家を出る。一緒に上村の筏ｲT福

弥氏宅へliIjかう。

＜3時32分＞浅石氏、’二村のおおすじ（大清水）にて

水ごり後、家に州り湯ごりをとるとのこと

であった。

＜4時＞集合開始

く4時52分＞これまで衣裳をｲ<'-:る。かなで舞始める。

舞の順はlil旧とI..Iじ。

＜5時2分＞神子舞始める。

<5li寺12分＞舞終了。駒舞手2人が神前で御ill"iをい

ただく。その後、駒を身に付ける。

＜5時18分＞駒舞始める。

＜5時37分＞舞終了。

＜5時42分＞烏舞始める。鶏らしくということで、顔

におしろい、□と耳たぶに口紅を塗る。駒

舞の胴体を神前に返す。胴体2体とも一緒

にコモで包む。

＜5時54分＞終了

く5時55分＞工匠舞始める。

＜6時2分＞舞終了後、御神禰を前[]の|順序で飲む。

行列を整え、公民館を出る。行I]は、提灯

が先頭、次に大龍神旗、小龍神旗、白い駒

形#ill社峨、錦放、｜ﾙI角（以前は十三石・大

里氏が持っていたが、当日は、浅石林一郎

氏が持って行く）、太鼓と太鼓を叩く能衆、

笛吹き、駒舞、烏舞、工匠難の能衆が続

く。

＜6時25分＞公民鮒を出て（提灯l、青い駒形神社旗、

篭屋のもつ四角は公民館に残る）、上村の

駒形神社参道人IIにあたる田中商店の前に

到着。能衆全員でiIll子郷を舞う。後、工匠

舞を舞う。提灯、龍神威は後方でひかえる。

佃中商店では御神酒を振る舞う。

＜6時34分＞来た道を引き返す。Ill頂のみえるところ

で拝礼。

＜6時37分＞以前、龍屋の住んでいた家の前で神子舞・

神名手舞を舞う。その家では浦を振る舞う。

その家の庭にはお堂があるとのことであ

る。

＜6時45分＞川原村の笛吹き、成田氏の玄関前で全員

神子舞・神名手舞を舞う。公民館に残って

いた提灯l、青い駒形神社城、龍屋の持つ

四角、更に御幣（本来は駒形神社別当が持
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つものであるということであるが、保存会長

の浅石嘉七氏がかわりをつとめ、黒い直垂

を着ている）、コモで包んだ駒の胴体が村を

回った行IIの前に着き大日堂へと向かう。

行I]は、提灯2、青い駒形神社肱、篭屋の

持つ四fIl、御幣、駒形胴体、大龍神旗、小龍

神旗、I'Iい駒形神社旗、錦旗、’三石の持つ

四角、太鼓、太鼓をI'llく能衆、簡吹き、駒群

烏舞、上E蝶の能衆で鋤構成されている。更に

後に、荷物を持つ人達が続く。こうした荷物

を持つ人達の他、龍神殿等各旗を持つ若い人

達は人足として雇われた人であり、ほぼ例年

通りの顔ぶれである。能衆達は、舞衣裳のま

ま大11堂へ向かうならわしであり、例年であ

れば、ワラグツをはいていくのであるが、今

年はmのため長靴をはいている。

<7Hif2分＞リr4道でﾉIノ宮Ill頂に向けて、棚・太鼓と

共に礼。

＜7時10分＞白IllIll社に入る道に到る。ここで龍屋の

持つ青い駒形神社旗、御幣、コモで包んだ駒

の胴体はyi]れて県道を進み、あとの龍神旗は

能衆等と共に白ill神社へ向かう道を進む。

<7IOfl5分＞白Ill神社下の畑（西の囲地）に到着。小

豆沢部然の能衆を待つ。

＜ﾉPlW12時45分＞大日堂から公民館に到街。神子舞・

神名手灘を‘駒舞手・烏舞手・工匠無手の順で

行う。後、駒舞・烏舞・工匠舞を舞う。1時終｣衆。

各人衣裳を脱ぎ、公民館内に干す。

＜午後1時15分＞酒宴始まる。

－小豆沢一

衆のいづれかが引き受ける仕組みになっている。

今回の宿である阿部家には能衆が勢揃している。上

座中央に権現頭、尾ツポタタキ（鈴子郷）、権現頭に

向かった右IIに舞衆6人、左Ijに鮪、太鼓、鼓の6人

下座に舞台守が座す。

l権現頭

2尾ツポタタキ

3～8能 衆

9舞台守

10～13太鼓

M～15笛吹!Ⅱ

各人の前には膳が配されており、暫11寺潤宴となる。料

101するのは女性、運ぶ者は男性である。献立は四足獣

の肉類はなく、たこ・いかの刺身、なまこ、エビフラ

イ、なます、なめこおるし、たらとはるさめの吸物で

ある。神棚には、みかん・菓子。n本"9－升・獅子頭

が供えられている。

＜2時25分＞酒宴も終りを告げ、若い獅子頭を先頭に

水垢離を始める。かっては、湧き水のlllる泉で水蛎離

をしたらしいが、現在は宿の庭内の洗場で行う。また

水垢離は若者5人、その他は湯垢離である。

水・湯で身を潔めた後、装束を身につける。この際

肌首も新しいものに着替える。

＜2時25分＞椛現頭水ゴ'ﾉをとる。

＜2時30分＞若い能衆3人水ゴリをとる。

＜2時Ill分＞御膳をかたづけ、全員身仕度にかかる。

＜3時30分＞身仕度を整えながら、m犬のためワラグ

ツをつけないよう、皆に連絡あり。

＜3時Ill分＞犬正さん、若い能衆にIllのかぶり方が逆

との指示がある。正しくは左袖を先に。

＜4時5分＞御神酒が皆にまわる。最後天王さん。そ

の後、天王さんから宿の親代表に返盃。残った御神

祇は神殿に戻す。御神酒と共に、蝋の縦とエビ・ニ

ボシの入った盆が回る。それぞれ、好みのものに手

をつけ、□に含み、続いて御神酒を頂く。

これが一皿り終えるといよいよ郷である。まず神

子舞、神名手郷、権現舞と続く。Ⅱl楽郷は行なわれ

なかった。聞くところによると、舞を一通り全部舞

うことを「オク」、省略することを「ワセ」と呼ぶ

とのこと、今回のはワセであった。

L-L鱒
一

駒舞の背

Q､､で．1

I

韓
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－大里一－小豆沢一

＜4時5分＞笛を吹き始める。

＜4時7分＞笛終わる。蛍光灯を消す。

＜4時8分＞神子舞・神名手舞のllmで舞う。

＜4時17分＞祭堂頭、権現様を下ろし、権現頭が権現

様に入る。権現舞がはじまると、宿の女達101']

玉を権現様目かけて投げつけ、拍手をうち拝む。

＜4時25分＞宿を出る。火l三さん帰宅。

＜4時30分＞山本家着。椎現舞納める。家族の投げ銭。

＜4時46分＞終わる。権現頭、山本家の皆に向い「み

なさん、どうもあけまして、おめでとうござい

ます。今年もよろしく」とあいさつ。その後用

意された御膳にInjい、御神酒をあがる。

＜5時14分＞山本家を出発。

＜5時18分＞別当家着。fill子舞・神名手舞・権現舞の

liで奉納。人足9人青年会は、右側頭部に「五

色」というシデをさし、白ヒモのワラジを腰に

つけて待つ。

＜5時30分＞権現舞終わる。若い者に年寄りのあいさ

つ。続いて田楽舞奉納。

＜5時41分＞終わる。頭放3人（大龍神2人・小龍神

1人）他に諸注意とあいさつ。各自若い人（青

年会）に年頭のあいさつ。

＜5時45分＞別当家を立つ。ここから本IJになるよう。

頭旗・高張・大鼓・笛・銘旗・錦枇・高張・権

現様・御立傘のIIKlo

＜5時50分＞笛吹田着。玄関から上がり端まで1枚の

ムシロを引き延べてある。

高張のローソクを消し、頭旗もそのまま外に置

いておく。笛吹田で,'liす料理は「長漬菜」とき

まっている。大根のしぼりじようゆで食す。

＜6時42分＞発つ。(6mo分からのテレビに大日堂

舞楽が放映されたので、皆テレビの前にあつま

り、しばし、見入ったのである。）

＜6時50分＞八坂神社（天王さん宮司を務める）着。

天王さんの所で出す料理はIll楽豆腐ときまって

いるが、現在では旧楽にできるような豆腐がな

いので、自前の料理となっているとのこと。

＜7時＞出発。白山さんへ向う。

＜7時1分＞白山家着。権現舞。

◎白Ill家のこと（斉藤安三氏宅）。小豆沢KO番地の小

高い丘の中腹に位置する斉藤家を訪ねる。斉藤家先祖

は加賀の国の出身といわれ、年代は不Iﾘlであるが以前

’
≠●

唯窪&［

雛

■ ■ ~

工 匠舞

垂
群

白
馬

県道より五の宮を拝す
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島流しに合い、津軽に流され、そこから現在地に居住

地に居住するにいたったと伝えられる。たた、火災の

ため、代々伝えられてきた古文書・武具などすべて焼

失したため、確かな由来は不明である。

正j1二日大日霊貴神社に舞を奉納する前に、能衆一

行は数軒の家を巡るのだが、途中斎藤家にも立ち寄る

同家の立地場所は、遠望のきく高台にあり、大里部落

の能衆と落ち合う西の|雌|地（カクチ）を見渡すことが

できる。昔から、小豆沢部落能衆たちが同家で休息す

ることになっている。その根拠は不|ﾘlである。

同家が白Il｣と呼称されるのは、屋赦内に白山社か把

られているためといわれる。

＜7時11分＞終わる。

＜7時11分＞大里部落、西の囲地にｲ>':くo(庄内同行)。

＜7時30分＞白山さんから小豆沢部落aの囲地を見ド

ろしながら降りてきて、大鼎部落と対面す。小

豆沢の笛、五の寓Illに向い術を吹く。次いで侍

にlhlって吹いた後、権現舞。10'花舞・駒郷を略

して踊る。

＜7時46分＞終わった後あいさつをかわし、双方より

ミカンや御#Ill滴のさし入れ。

＜7時50分＞西の囲地を出発、別当家の屋敷地内を辿

り大日堂へ向う。

＜8時頃＞大日堂着。前後して四部落参集す。

大日堂にて

く8時32分＞モミ押し。

＜8時40分＞神子舞。

長峰①3人博士までの3人

②4～6人博士までかl細

大00③駒舞2人

④烏舞3人

⑤工匠舞の4人

谷内⑥金剛界大II以ド2人の3人

⑦胎蔵界大日以下2人の3人

小豆沢⑧権現頭・尾、以下1人の3人

⑨祭堂頭以ド4人

神名手舞一上記の順でくり返す。

－59－

＝I

県道を行く龍神旗

本舞①権現舞⑤五大尊舞

②駒舞⑥工匠舞

③鳥逓舞⑦Ill楽舞

④烏舞

11時19分終わる。太・小行持の式のあと、

11時30分表彰式が舞台でijなわれる。

表彰者浅石嘉七・烏Ill藤助・阿部甚之助・阿部

雄治・安倍

感謝状若泉陥治・佐藤隆蔵

12Bｷ終了各部落へ帰る。
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夜は青年会のモミ押し練習
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練習には先輩の注意もある

大赦に集った人々

'2．31各戸よりワラや縄を持ち寄る
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縄を持ってくる人も

〆縄作り

ていねいに作る

じっくりと

弓
ｈ

鯨堂外では雪除けする人も

“《皇
女性もまじって

㎡
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新しい七・五・三縄も張られた

姥杉の化粧も終わる

しめくくりは部落長のあいさつで

12．31早朝の権現様の年越し準備

－62－
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I

大日堂を出る 別当家に着く

いろいろな

準備をする
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需蕊 整った神前にて
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I 篭＝

灘鍵

天王さんのさつ幣作りは紅白の餅切りから

1．1午後3時半

能衆の集合・年

始あいさつと最後の

の調整

轍

名
簿

さっ幣作り
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権現霊の

練習

神子舞の練習

権現様には常に拍子と礼を

太川II夫・庄内昭男・嶋田忠一

－64－

権現様の化粧

田楽舞の練習

田楽舞の練習

期

凸
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衣裳をつける

前の水ゴリ

グ

ー

権現様をはずしての練習

〆

E

1．2宿に集合

衣裳をつけ

る

準

『
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『千 ゞ
一
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I
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Ⅱ
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騨買,

家
屋

一
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衣裳も着おわって

－66－



大日堂舞楽調査報告

0下垂，、らF
U士や~ず

庭

ﾛず■W
毛
Ｌ 〃

で、庫凸『 ”』

鱗
言
凶

雫

叫守

畠便

笛吹田を出る人足の青年会員二番目の立ち寄り先・笛吹田の食事には

長漬菜がつきもの
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笛吹田より天王さんへ向う 天王さんでの食事は田楽豆腐がつきもの

龍神旗のし
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天王さんから白山さんへ向う。白山さん
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大里の能衆も県道をそれて西の囲地へ
亀 演 一 一
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寺
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あいさつが済むと五の宮山に向って笛を吹く

西の囲地への行列

西の囲地での権現舞

班

西の囲地でおちあうとまずあいさつ

別当家をさして西の囲地を出る
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資料

資料I大日堂舞楽保存会員名簿

資料Ⅱ。左義長（大日堂舞楽）五大尊舞と祭文

一、神子舞

一、神名伝舞

右は一人づつ鈴、紙垂を持ち笛、大鼓に合わせて舞う

一、本舞

東方降三世夜叉明王

南方軍多利夜叉明王

西方大威徳夜叉明王

北方金剛夜叉明王

中央不動明王

右三慶繰返し大博士「唱え」あり

又三度繰返じ大博士唱え

又三度繰返し

一、二人舞（大小両博士）

ウンテーレレ、ウラャローロイ、ウンドフローォタャ

ワ
ム

７
１

番号

１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２

24

５
６
７

２
２
２

８
９
２
２

30

31

32

33

34

Ｒ
Ｏ
ハ
ｂ
庁
Ｉ
（
ろ
ｑ
〉

ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
（
．
ヘ
。

40

氏名

山本徳太郎

畠 山藤助

斎藤延吉

橋本遮吉

阿部富五郎

斎 藤末治

阿部甚吉

斎藤富太郎

斎 藤光雄

黒藤俊彦

斎藤隆之助

斎藤亨

阿部賢三郎

畠山与七郎

畠 山信夫

阿部敬三郎

畠山熊五郎

稲 村隆良

稲村倉左エ門

安倍洋直

安 倍良行

晴 沢直見

阿 部末治

阿部隆之助

小林隆太郎

阿部儀三郎

阿 部藤男

阿 部章男

剛山幸祐

大畑義美

阿部六之助

阿部長悦

阿部好信

阿部岩雄

阿部錠美

阿部和義

渋谷金次郎

渋谷 男

阿部催之助

阿部富治

職 業

務
員

員
員
業
員
生
動
員
員
員
隊
員

業
〃
〃
率
醗
封
鐸
鐸
〃
蔀
〃
学
業
院
務
社
務
衛
務
職
職
職

農
小
農
病
公
会
公
目
公
神
神
神

土地家屋淵査二

匡
冥
華
奉

社
農

ノ〃

ノノ

〃

会社専務

木林業

農業

〃

森林組合員

農業

"

〃〃

会社員

森林組合員

公務員

農業

年令

１
０
９
７
５
２
０
２
１
３
２
１

７
７
４
４
５
３
４
６
４
２
２
１

０
７
９
９
５

３
４
２
３
４
27

７
７
５
０
４
１
０
０

５
４
２
７
７
４
４
５

６
２
４
３
２
１
２
９
３
２
６
３
１
９

５
４
４
４
４
４
５
５
４
５
６
３
５
４

備考

神社総代

〃 ・副会長

･理事、同、部落会長

･幹事、舞乞守

･理事:、

頭舞

祭堂頭（天狗鼓）

舞子

掛鼓

舞子

ノノ

鈴子舞

舞子

・理事、笛

笛

鼓
与

権現守、筋

鼓守

宮司・会長

称宜

宮司･顧問

･副会長

･理事

･理事

･理事

･即事(監事)神社総代

･理事、神社総代

番号

41

42

43

44

５
６
７

４
４
４

48

９
０
１
２
３

４
５
５
５
５
54

Ｆ
Ｄ
《
ｂ
句
Ｉ

Ｆ
Ｄ
戸
、
Ｆ
Ｄ

58

９
０
１
２
３
４

５
６
６
６
６
６

氏名

阿部叩蔵

阿部幸作

阿部祐司

阿部己之松

阿部文男

阿部隆三

阿部重五郎

阿部正

阿部一二三

阿部勇吉

阿部一郎

浅石嘉七

浅石林一郎

成田正雄

筏石勇太郎

ffl中一三

浅石仁

大里
士
ロ

吉

衛

浅石福弥

1110'敬二

成ill正治

作山長志郎

浅石康明

浅利雄造

職 業

農業

″
〃
〃
〃

ロ
貝務

公
業

官
方
業
／
官
材
業

左
地
農
／
左
製
農

″
″
〃
〃
〃
″
〃
″
〃
〃

股協職員

鯉業

年令

２
５
３
７
８

７
５
４
６
４

42

73

54

３
２
５
１
８
２
５
５
７
２

４
４
５
７
６
６
６
４
２
６

愉考

･理事、祭堂係

小博士

三人博士

四人博士

五人博士

六人博士

鼓打ち

脳
簡

･理事、部落会長

･理事(監事)部落保存会長

･理事､部落保存鐸11会長

･理事､部落保存会扇I会長

･理事、部落保存会会員

･理事、部落会長

駒舞

駒舞

工匠舞

太鼓

工匠舞

工匠舞

工匠舞

祭堂係
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ローイ、ウ ンド フロ ーォタダローイロロ、ウンテーレ

レウラャ ロ ー ロ イ ウ ン ドフローォタダローイロロ

ニ人舞終って大博士・踏板のLで11Ⅱえあり

大博士そのまま鈴を振り五人は東方金剛を一度行う。

一、一人舞（大博士）

祭文二人舞に同じ、早くずしのところ。

テレウラャﾛルイロﾀ ダ ﾛ ﾚ ﾔ ﾛ タ ダ ロ レ ヤ ロ

ー、犬竺震亘

テンジクシンタドォフセテ、サカムネホトケ、トキタ

モウ、モンペサラリ、クニクニ、ドウサツドーノヒ

ヤク、シニウシシゲンノ、ニギリノ、ニキ・ノーンン

クマノヘマイルモ、ミチノコ､ノ、カラタチバヤシ、ヤ

ッターヤクシモトーニコゾ、ヒヤクノカネデコンニチ

ヒカル、ハキ､ノハシラ、オーバシラー、ニギリノー

ショウ、デワノクニニ、コソツキママハヤマシタカタ

ヤクシハ、トユドンノ、十一而ノクワシノカンノニキ

リノニギリノショウ

ー、サケ‘ダマルイロ

ルイロロベ式サゲダマー、サゲダマヘの時は対

imの時

一、Illサ

ノ、イウルーレェローロウンタタ．ローエャローヤ

エローﾛｳﾙﾚｰﾛｰﾀﾞダロレロ会、~、

一、オサ ウチ

ウンテーレ、テーレイチルダーハアチルモチール、イ

･ゾルダ､ﾁﾙﾓﾁﾙｲｽルダー-¥-¥

一、チュイ

ノ、一チゥェー、テーレ、ウラーロー、ンンローヮャ

ローロ－、／、一チルレャ、ウンテーレ、テーレテーレ

テーェレーレー

ー、六人立

ハーチールリャ－、ウンテーレ、テーレテーレ、テー

レーレー

ー、カジキルィロ

ルイロロヘー、シララヘルィロョ（シララヘル

イロョの時、対面の時）

一、ノ、ナコツミ

ハイウローリャローロ、ウンタダローワャローワャ、

ローロ（三度繰返し）ハイイザァーロー、コドモラ、

ン、ヲツツミニアレサトードートハイナニ

ハナツミニボタンカラオイ、アオイ、キクノハトア

ーナ、ハイウロレーェローロー、（三度繰返し）ハイ

ネ一ロヘコドモラ、ン、ソレダレニネーレ、ネーロ

ネーレ、ハイオクジョートハンココニネーレネーロ

－73

ネーレ、ハィゥロレーエローロー、ウンタダローヮャ

ローヮャローロー、（三度繰返し）ウロレーロータダ

ロレロ‘~Y、

一、六人立獅

ハーイチマン、コーケン、テーレテーレ、ゴーンダイ

ー､ノーンゥンハチマン、ゴーゲン、テーレテーレ、

ゴーダイ､ﾉｰﾝｳﾝゴｰダｲｿｰﾝｳﾝゴｰダｲ､

ミョウオーテーレテーレ、ゴーダーィソーン終って

大博士九字を切る踏板を踏むこと前の如し以上

J-Vf'lli'i任省

宗教法人犬照皇御祖神社

宮司暗樺画見

秋|{1県鹿角郡八幡平村

五大尊について

人皇第四十四代元正天皇の時都から音楽博士下向して

今日の大｢1蝋舞楽を伝え_た。

昭和二十し年文部者から無形文化財として指定された。

鮮楽は、神子群、神名手灘、修法舞、大ij事、権現舞、

_川斥舞、烏越郷、烏舞、Ill楽舞、駒舞、汎大尊舞にわか

れる。その他祭幣、ﾎﾙIのｲj事等あり、谷|ﾉ1、長峯、小

1，ﾌ沢、大胴4ケ部落の純人によって行われる。

五大尊（六体尊ともいう）

1.金剛界大H如来（大博士）

2胎蔵界大日如来（小博士）

3．普賢菩薩

4．文珠菩薩

5．八幡菩薩

6．不動明王

袴、脚伴、打越を看、白鈍天を冠り、面をつけ太刀を

抜き持ち、大博士の鈴、大鼓、祭文に合わせて舞う。

註この名簿は、1974年12月1日現在のもので
安倍洋直会長宅を訪れた際、好意により頂蛾

したものである。

この資料は、谷内部落より奉納される「五

大尊舞」の詞章を表わしたものである。原本

は崎次直見宮司の手書きによるもので、調査

者はそれをコピーして保管してある。今回は、

谷内の部を沓i]愛し、次号に譲ることとなった

ため、本資料を先がけて掲載するものである。
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資料Ⅲ古文書

A大里一の庭文書（現・浅石家蔵）

ｑ
■

ｒ

ド’先
祖
共
よ
り
数
代
五
ノ
宮
山
別
当
仕

私
儀
神
前
向

無
滞
州
勤
罷
有
候
処
元
和
二
年
六
側
晦
日
領
主

利
直
公
よ
り
為
祭
Ⅲ
別
紙
之
通
御
証
文

被
下
置
其
後
天
和
四
年
二
月
廿
三
日
時
之
御
老
中

御
連
印
之
御
証
文
被
下
置
尚
宝
永

五
年
八
月
五
日
頓
而
時
之
御
老
中
御
連
印
之

婆
下
書

打I

，式pW

参｛
火

大FI!
里村

ノ

庭
一

〃

ン

K起上‘ Ｆ
“
〃

糞
謹
私令
蝉

心
叔
確
震
ぞ
Ｌ

席
タ
ナ

食
ス

御
証
文
頂
戴
仕
是
迄
数
代
連
綿
相
続

罷
有
候
然
所
此
度
小
豆
沢
大
日
別
当

妙
光
院
よ
り
何
か
申
上
候
哉
、
丘
ノ
宮
之
儀
者
大
日

奥
ノ
院
二
付
妙
光
院
江
相
返
し
叫
巾
旨
御
沙
汰

之
趣
ハ
奉
畏
候
得
ど
母
、
左
候
得
（
神
職
相
続

之
私
以
今
一
家
及
滅
亡
二
吋
叩
先
肌
二
対

し
て
も
相
済
不
申
何
共
歎
敷
迷
惑
至
極
奉
存
候

砦
実
者
一
ノ
庭
与
申
ハ
私
之
名
二
無
二
五
ノ
宮
二
御
座
候
趣

右
直
々
名
と
し
て
被
下
置
候
趣
言
任
二
御
坐
候
血
ｕ
二
者

御
坐
候
得
共
我
等
一
ノ
庭
と
申
上
罷
有
候
随
而
ニ
ノ
越
三
ノ
越

合
而
五
ノ
宮
と
唱
候
趣
往
古
よ
り
巾
伝
御
坐
候
、
今
ニ
ニ
越
迄
心

伝
罷
有
候

恐
多
申
上
様
奉
存
候
得
共
御
慈
悲
之
御
憐
民
を
以

御
注
文
表
是
迄
之
通
私
祭
主
二
被
成
下
置

度
奉
願
上
候
私
儀
元
来
農
業
而
己
二
相
拘

専
ら
二
仕

1

●
一

－74－
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、
Ｉ
Ｉ
ｊ

I
f｣

罷
有
候
二
付
日
延
内
願
仕
候
、
昨
日
之
御
差
紙
者

聡
拝
見
候
得
共
、
私
罷
川
候
躯
無
ツ
ー

儀
者
所
存
形
村
長
二
、
承
り

叩
申
旨
二
御
坐
候
処
、
候
処
今
日
御
差
紙

是
非
罷
川
可
巾
旨
村
長
御
屋
敷

巾
付

述
二
伽
乍
恐
今
日
罷
川
叩
候

未
七
川
四
Ⅱ
大
叩
村

大
里
一
ノ
庭

盲
目
同
様
之
無
筆
者
申
心
中
ハ
御
座
候
得
共

二
有
之
候
処
口
外
も

相
成
兼
程
之
心
中
通

候
次
第
故
乍
恐
手
拍
を
以
奉
申
上
候

段
々

前
書
奉
申
上
候
通
元
和
己
前
之
私
全
く
大
日

奥
ノ
院
と
ハ
更
二
相
心
得
不
申
罷
有
候
御
憐
察

被
下
慨
度
謹
価
恭
願
上
候
三
度
御
差
紙

被
下
置
候
趣
二
者
御
坐
候
得
共
相
心
得
不
申
罷
有
候

村
長
Ⅱ
上
も
御
坐
候
得
共
歎
願
書
調
印
村
方
祁
願
出

『

斯
晶
９
も
副
心
を
？
撫
箭
芽
胤
ザ
ム
職
》

瞳
蛎
襲
Ｉ
…
…

ｊ
セ
ハ
、
密
土
匪
》
里
蚕

、

1

k

唾

丈

ﾉ塁一

宝
永
五
年
春
御
検
地

改
高
百
姓
面
付
唯

宝
永
五
年

蕊倉
…
３

Ｆ
〆

八
月
九
日寡

一

巧

一

典
一
庭大

里
村

一一
一

一
二

一 一
戸一

一
聯
多
を
壷
矛
今
諺
え
一
え

~

毎一 宝
永
八
年
と
作

御
検
地
改
高
百
姓

曲
付
帳

大
里
村

一
拾
壱
打
三
斗
三
升
七
合
一
庭

倉~

二 ｆ
ｌ
ｊ－

鰹‘

右
と
迦
当
秤
御
検
地

改
高
候
以
上

宝
永
五
年

八
″
九
日
長
門
治
兵
衛

杉
川
平
助

黒
沢
嘉
兵
衛

細
越
嘉
右
工
門

七
戸
災
衛
門

神
尾
権
太
夫をI

－75－



嶋田忠一・庄内昭男・人｢Ⅱ#||夫

~、

〆
■
』
９
．

－
グ
▽
▲

●

，／
〆′ノ〃

ト

蕊
ノー

墓｛ 1（訓＜上

援舞
tBiii.U

｡

戯お
0＝

､
字0

kI憾哩
"11

21 ↓ I

可I

ハギ
ジ

妬
１
Ｇ
・
西方

:蕊。識涛良F
秘．，：1．．

§,＆§。。、

》
ぞ

､ ク
メlfl

F〃
dG

J

|報，
’2$‘，

〃f

何～P,P
,Lfル

リ蔦
’よ

園
Ｉ

F1
、

、

夢、

電

夕

田

夕

可

も

○

m

脅

弓

q率 唾 守

山

理

●

Ｌ

大

六〆ﾉf〆l）L1〆二11

お六半人し揚化t¥i三にI"l久人，L《作徳鞭イ0赤大人三lU/c!m人御

つ助助博坪禰',:兵郎ノ造地八博坪肋イi肋とつ兵博坪助、F助博祭

合地地士衛偉i左衛地t地衛地′Kら伸it地治地上礼

01地衛|,n,>,,地地地博

地r:地地t

地

:0杢怖坂お｜・

ノ 木苅本そ野

IlllIIIIIlllⅡlIII

illひ｜珂

代や加

田IⅡ

持三｜ﾉﾘ久卜．股｛''1

合I'1人保ノ牛ノ

地苅作111min切

k境史Il

沢Illl..j

iI1111

郷 大
賊
川
部
村
係
四
郎
殿

延
元
元
砿
ｆ
ｎ
月
室
Ｈ
股
卒
村

大
川
博
ｔ
衆
中

〆

琉小小｜|・

像i元lll

I"]地坪

地

藤川圧勝与鑑I了仏元111

作部平之兵イi之*

地村治.狼治偉』ノK坪

地地地PI地

地

U三

1文

′|爵

前野Il'関前久

Ill111ノ野llllIl

切亦

ulH］ⅢH1

－76－



大日堂舞楽調査報告

C小豆沢大日堂蔵「御用書留帳」（部分）

方
霊
曽
銭

呪
学

I

§
埴

手
恥
垂

一
宇
韓

、ト事
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